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平成２５年度のさけますふ化放流事業復興支援活動 

 

はじめに 

岩手、宮城、福島県知事の協力要請を受け、24 年度、水研センター復興支援現地推進本

部さけます復興支援チームは、親魚捕獲とふ化放流施設整備の進捗状況等を把握するため

の第一次現地調査（10 月 9 日～13 日）、ふ化放流事業の実施状況等を把握するための第二

次現地調査（2 月 25 日～28 日）を行い、それぞれの調査報告とともにふ化放流計画やふ化

場整備等について技術的な提案をしました。 

また、平成 23 年度の活動結果を踏まえた重点課題について以下の活動を実施しました。 

（１）第三次補正予算や復興交付金を活用した施設整備とふ化放流体制の改善 

岩手県 10 ふ化場を中心に求めに応じて施設整備について適宜助言。 

（２）南三陸町ふ化場を含む宮城県沿岸ふ化場の井戸塩水化への対応 

井戸揚水量の制限による塩水化回避策を助言、その有効性を確認。 

南三陸町実施の地下水調査結果を踏まえた整備計画の変更を助言。 

（３）来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保 

北海道での種卵確保の取組例などを岩手県に提言。 

（４）福島県への支援 

南相馬市の真野川や楢葉町の木戸川ふ化場の施設整備等について適宜助言。 

 

これら平成 24 年度までの活動を通じて、 

（１）資材の不足等により岩手県の明戸川、大槌川、鵜住居川ふ化場の完成が 25 年度以降

となったこと、また、井戸塩水化が心配される宮城県の南三陸町、女川町、大原（石巻

市）、後川（宮城県漁協谷川支所）ふ化場の施設整備は 25 年度以降に本格化すること、 

（２）23 年度にサケ来遊数が減少した岩手県では、計画的な種卵確保・調整のための体制

整備や沿岸で漁獲された親魚を用いた採卵受精（通称「海産卵」）の実施等の対策が講

じられたが、ふ化放流に必要な種卵に 23 年度同様不足を生じたこと、また、宮城県で

も 24 年度のサケ来遊数が減少したこと、さらに、被災した 22 年級の 3 年魚が 25 年度

に回帰し、その動向が注目されていること、 

（３）福島県の主要ふ化場である楢葉町の木戸川ふ化場では被害が少ない第一施設の整備

を 27 年度に計画していること 

などの課題が残されていました。 

このため平成 25 年度は、これら課題を重点に活動を継続することにしました。 
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1. 25 年度支援活動計画の決定と被災各県への説明 

24 年度までの活動を通じて明らかになった課題の改善に向け、平成 25 年 5 月 26 日に

第四回さけます復興支援検討会を開催し、「平成 25 年度さけますふ化放流復興支援活動計

画」を決定しました。 

この計画では、水研センター復興支援現地推進本部（東北水研塩釜庁舎）との情報交換を

密に、東北水研資源生産部さけます調査普及グループ（現沿岸漁業資源研究センターさけま

す資源グループ、以下「宮古グループ」という）、日水研資源管理部さけます調査普及グル

ープ、北水研（札幌庁舎）による「さけます復興支援チーム」として、次の 3 つの課題を重

点に岩手、宮城、福島各県への支援活動を継続することとしています。 

① 復興交付金を活用した施設整備等の対応、 

② サケ来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保 

③ 福島県への支援 

また、施設の復興整備やふ化放流事業の集約化を提案したふ化場を重点に、ふ化放流事業

実施に関する技術指導・助言を行うとともに、県や県増殖団体が開催する検討会等を活用し、

支援活動で得られた結果やふ化放流事業実施に関する助言等を行うこととしています。 

この計画については、福島県水産課および宮城県水産業基盤整備課には 6 月 6 日に、岩

手県水産振興課には 6 月 7 日に提案し、各県担当者から復興支援活動の継続を要請され、

その後、岩手、宮城、福島各県知事からの要請書がそれぞれ 6 月 26 日、7 月 5 日、6 月 19

日に届き、25 年度の活動が本格的に開始されています。 

 

2. 25 年度の重点課題と活動状況 

25 年度計画の重点課題についての対応状況は以下のとおりです。 

 

（１） 復興交付金を活用した施設整備等の対応 

さけます復興支援チームは、施設整備予定の岩手県の明戸川、鵜住居川、大槌川、久

慈川ふ化場、宮城県の北上大嶺、南三陸町、大原川、女川、後川ふ化場の施設整備を重

点に技術支援を実施しました。岩手県の明戸川および鵜住居川ふ化場では 25 年度事業

期前までに施設が完成し、運用が開始されましたが、岩手県の大槌川、久慈川は 26 年

度以降に、宮城県のふ化場は 27 年度に整備する予定となっています。 

 

（岩手県） 

岩手県では、宮古グループが協力したふ化場生産能力調査（24 年 3 月～25 年 4 月）

等を踏まえた「ふ化場別最適飼育収容尾数」を、5 月 27 日に岩手県水産技術センターが

平成25年度活動計画の決定と説明

用　務
5/20 第四回さけます復興支援検討会
6/6 ～ 6/7 平成24年度活動報告および平成25年度活動計画の協議（岩手県、岩手増協、宮城県、福島県）
7/16 ～ 7/29 さけます調査普及グループ活動計画の説明（岩手県、岩手県増協、宮城県、宮城県増協、福島県）

月　日
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岩手県増協技術部会に提案しました。技術部会はふ化場長をはじめ技術担当者による岩

手県増協の下部組織です。その後、技術部会地区協議会などで協議が進められました

が、「25 年度については親魚や種卵の確保対策を優先する」との岩手県増協の判断によ

り、7 月 26 日に 25 年度の採用が見送られました。この間、さけます復興支援チームと

しては、岩手県水産技術センター提案のふ化場ごとの生産計画の見直しについて様々な

形で県行政機関や岩手県増協の関係者と接触しその実現を図りましたが、残念な結果と

なっています。 

2 月 6 日に岩手県水産振興課主催の第四回さけふ化放流事業復興検討会が開催されま

した。この検討会は、主に 26 年度の種卵確保対策について協議された会議です。さけ

ます復興支援チームとしては、25 度当初に提案した課題の実施状況や被災した 22 年級

3 年魚の河川捕獲状況等を踏まえ、26 年度以降の改善方向を提案しました（2 の「サケ

来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保」を参照）が、この中で「ふ化場別最適飼育

収容尾数」の活用方法を示しふ化場ごとの生産計画の見直しを促しています。この検討

会では 26 年度から水量等を基にしたふ化場の生産計画を策定することが決定され、3 月

24 日～4 月 14 日のふ化場実態調査では岩手県水産技術センターと共同で追加調査や技

術的な指導、助言を行っているところです。 

 

また 25 年度にはこれまでに復興整備又は集約化を助言した 12 ふ化場に、健苗育成・

適期放流に向けた技術的な指導、助言を実施しています。 

2 月 6 日の第四回さけふ化放流事業復興検討会では、25 年級稚魚の健苗育成・適期に

向けた対応として岩手県が飼育基準の見直しを含む基本方針案を示し、協議の結果、提

案どおり了承されています。これまでの岩手県の飼育基準は、水量基準としての「1kg/ℓ

以下」と飼育池の面積基準としての「10kg/㎡以下」が採用されていましたが、面積基

準を容積基準（20kg/㎥以下）に見直したのが今回の提案です。面積基準と容積基準は

水深 50cm では一致しますが、水深が 50cm 未満では面積基準が容積基準と比べて高密

度となります。岩手県のふ化場の多くは 50cm 以上に水深を深くできない飼育池の構造

で、飼育密度の緩和は健苗育成の観点から歓迎すべきものと考えています。 

また、検討会では、岩手県増協の調査で親魚や卵のずさんな扱いが報告されたとの委

員の発言があり、健苗育成を図る観点から親魚捕獲～採卵受精の作業工程からの徹底し

た技術指導が求められています。 

 

 

用　務
3/21 ～ 4/26 ふ化場現有水量調査への協力
5/7 ～ 7/29 岩手県ふ化場の最適飼育収容尾数に係る打合せ
5/27 県増協技術部会総会
7/16 ～ 7/23 県増協技術部会地区協議会
2/12 ～ 2/13 県水産技術センターふ化場実態調査に係る打合せ
3/24 ～ 4/14 ふ化場実態調査（現有水量調査）への協力

月　日

ふ化場別最適飼育収容尾数の提案
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（宮城県） 

宮城県では、ふ化場担当者をはじめ、漁協や地元市町村、県地方振興事務所との現地

打合せ等で、井戸の塩水化対策を考慮した整備計画の立案などの技術的な指導、助言を

行っており、各ふ化場ともふ化用水の水量や水質に見合った整備をめざし事前調査等の

実施又は実施予定となっています。 

また、南三陸町ふ化場については、さけます復興支援チームからの提案も踏まえ、同

じ町内にあった 4 か所のふ化施設を 1 か所に集約化することをめざしていました。しか

し、24 年度の専門業者による地下水調査で 1 か所では必要揚水量を確保できないことが

明らかとなり、2 か所のふ化施設（八幡、水尻）を活用した整備に変更することになっ

ています。八幡施設は津波による被害を受けていますが、幸いにも井戸の塩水化が免れ

ています。南三陸町は、八幡施設で受精直後卵～浮上の間のふ化管理を行い、餌付けさ

れた稚魚を水尻施設に運搬し飼育する計画で施設整備を進めようとしています。 

 

（２） サケ来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保 

24 年度の岩手県、宮城県のサケ来遊

数は、対 23 年度比 113％、94％と大

幅に減少した 23 年度とほぼ同じ水準

となっていました。また、25 年度には

被災したサケ放流群（22 年級）の 3 年

魚が回帰することから、県の担当者と

は、「25 年度のサケ来遊水準は依然と

して低く、ふ化放流用種卵の確保には

十分注意する必要がある」との認識で 

本州太平洋側のサケ来遊数 

施設整備・集約化ふ化場を重点とした技術普及（岩手県）

用　務
4/10 ～ 4/16 県増協買上げ検収への同行（海中飼育放流）
4/11 ～ 3/5 織笠川ふ化場（延9回）
4/16 ～ 1/31 普代川ふ化場（延3回）
4/16 ～ 2/11 明戸川ふ化場（延11回）
4/17 ～ 3/13 田老川・摂待川ふ化場（延11回）
4/23 ～ 11/18 気仙川ふ化場（延５回）
5/14 ～ 10/23 甲子川ふ化場（延２回）
5/20 ～ 1/8 大槌ふ化場（延4回：整備打合せを含む）
7/1 ～ 11/8 吉浜川ふ化場（延２回）
9/30 10/24 鵜住居川ふ化場（延２回）
10/3 ～ 12/26 盛川ふ化場（延６回）
10/4 ～ 12/25 下安家ふ化場（延7回）
1/29 ～ 1/31 久慈川ふ化場（延2回：県担当者打合せを含む）
3/11 ～ 3/14 県増協買上げ検収への同行（健苗育成・適期放流の観点からの技術指導）

月　日

復興交付金を活用したふ化場整備に係る助言（宮城県）

用　務
5/13 ～ 2/25 石巻市（大原川、後川）ふ化場施設整備に係る助言等（延7回）
5/28 ～ 2/7 女川町ふ化場施設整備に係る助言等（延4回）
9/25 ～ 3/11 北上大嶺施設改修に係る助言（延3回）
10/9 ～ 3/11 南三陸町ふ化場施設整備に係る助言等（延6回）

月　日
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一致し、必要な対策の実施に向けて協力して進めることとしていました。特に、岩手県

では 23 年度、24 年度とも従前の計画数を下回る放流であることから、親魚および種卵

確保対策の実施を強く求める活動を行いました。 

 

（岩手県） 

24 年度の種卵確保および調整の実施状況等を再点検しその改善方向を、6 月 7 日岩手

県に提案しています。この提案では、①河川に溯上する親魚を最大限活用し、特に未成

熟親魚の蓄養を行うこと、②沿岸漁業の自主規制や海産親魚の活用等の対応方針と実施

決定方法を事業期前までに決定すること、③円滑な種卵調整のための種卵の帰属の変更

や公正な判断基準の策定等を求めています。これを受け岩手県は、岩手県増協や岩手県

定置協会とも協議を重ね、9 月 19 日の両協会合同の種卵確保対策会議で全県を対象とし

た対応方針を確認するなど、上記①および②の提案に沿った実施体制の整備をしていま

す（別紙 1：岩手県の対応方針）。また、宮古グループは、9 月 24 日のさけます増殖技

術講習会などで未成熟親魚蓄養を促すほか、11 ふ化場で適切な蓄養方法を重点に技術指

導、助言を実施しています。 

25 年度については対応方針に沿った全県の取組は実施されなかったものの、早期の捕

獲開始や海産卵等の各ふ化場の自己努力がなされており、特に、未成熟親魚の蓄養につ

いては、新たに 5 つのふ化場で取組むなどの改善がなされています。また、サケ来遊数

は 24 年度比 166％（26 年 1 月 31 日現在の速報値）と増加し、採卵数もほぼ計画どお

り確保されています。 

2 月 16 日の第四回さけふ化放流事業復興検討会では、25 年度の実施状況を高く評価

する一方、岩手県の主群である 12 月群が減少している直近 2 年の河川捕獲状況や水研

センターのモニタリング 3 河川での被災した 22 年級 3 年魚の回帰状況を示し、26 年度

以降の改善方向を、特に、6 月 7 日提案の③の実現を求めています（別紙 2：さけます

復興支援チームの提案）。この提案も踏まえて検討会では、ふ化場の水量等に基づく生

産（＝採卵）計画の策定や種卵調整ルールの明確化等の改善方向が決定されています。 
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（宮城県） 

宮城県には、6 月 10 日に北海道の種卵確保等の対応方法を先行事例として情報提供し

ています。また、県の地方振興事務所を中心とした種卵調整体制があるなどの宮城県の

状況を踏まえ、その実施体制を維持しつつ、漁期初めから親魚及び種卵の確保を促すこ

とや必要な場合は海産卵による種卵確保を促すことなどを骨子とした提案を 6 月 24 日

に行っています。さらに、宮城県や宮城県増協からの要請を受け宮古グループは、サケ

来遊見通し等を踏まえ、7 月 25 日の宮城県増協総会や 9 月 25 日の県増殖事業推進交流

会で注意喚起を行うほか、県内 3 地区で宮城県増協主催の技術研修会に講師として出席

しています。 

宮城県のサケ来遊数は 24 年度比 172％と増加し、最終的には計画どおりの種卵が確

保されています。しかし、12 月 10 日および 2 月 7 日の宮城県との意見交換では、被災

年級が 4 年魚で回帰する 26 年度からは定置漁業者による自主規制等の対策が必要との

見解が一致しています。 

 

（４）福島県への支援 

避難指示解除準備区域に位置し、施設整備を予定している木戸川ふ化場を重点に、5

来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保（岩手県）

用　務
6/7 25年度活動計画の岩手県への説明（親魚・種卵確保に係る改善方向を提案）
7/26 岩手県の種卵確保対策の提案（県増協地域調整協議会）
7/29 ～ 9/6 種卵確保対策に係る県水産振興課および県増協との情報・意見交換
9/9 ～ 9/17 親魚・種卵確保状況の把握と助言（普代川ふ化場：延２回）
9/9 ～ 11/11 親魚・種卵確保状況の把握と助言（下安家ふ化場：延５回）
9/9 ～ 11/11 親魚・種卵確保状況の把握と助言（明戸川ふ化場：延５回）
9/10 岩手県の種卵確保対策の決定（県増協・県定置協会合同理事会）
9/13 ～ 9/19 受精卵の輸送可能時間等に関する助言（浦浜川ふ化場）
9/17 ～ 11/9 親魚・種卵確保状況の把握と助言（田老川ふ化場：延3回）
9/20 ～ 1/9 親魚・種卵確保状況の把握と助言（津軽石ふ化場：延３回）
9/24 県増協の増殖技術技術検討会および水研セのさけ・ます増殖技術講習会（共催）
10/9 親魚・種卵確保状況の把握と助言（重茂川ふ化場）
10/23 ～ 11/18 親魚・種卵確保状況の把握と助言（盛川ふ化場：延３回）
10/23 ～ 11/18 親魚・種卵確保状況の把握と助言（気仙j川ふ化場：延４回）
10/24 親魚・種卵確保状況の把握と助言（織笠川ふ化場）
10/25 ～ 1/15 親魚・種卵確保状況に係る岩手県との情報・意見交換
11/18 親魚・種卵確保状況の把握と助言（大槌ふ化場）
11/2 ～ 12/17 サケ定置網の垣網撤去のための構造等の聞き取り（延４回）
12/11 ふ化放流技術普及マニュアルの作成に関する打合せ（県水産技術センター）
2/6 岩手県さけふ化放流事業復興検討会と県水産振興課との情報・意見交換
2/18 ～ 3/4 県水産振興課、県水産技術センター、県増協との情報交換
2/28 26年度種卵確保対策推進方針の説明（県増協・県定置協会合同理事会）
3/4 26年度種卵確保対策発動手順の説明（県増協地域調整協議会）

月　日

来遊不振を想定したふ化放流用種卵の確保（宮城県）
用　務

6/10 先行事例として北海道の対応方法等につき情報提供
6/24 宮城県の実情を踏まえた対応方向を提案
7/18 県水産業基盤整備課および県増協との意見交換
7/25 注意喚起（県増協総会）
8/22 ～ 9/26 県増協の要請による技術研修会（３地区）
9/25 注意喚起（さけます増殖事業推進交流会）
11/11 ～ 11/13 宮城県北部普及担当の要請による技術指導(4ふ化場）
12/10 県水産業基盤整備課との情報・意見交換
2/7 県水産業基盤整備課との情報・意見交換

月　日
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つのふ化場に延 17 回の打合せ等を実施しています。 

泉田、富岡川、木戸川ふ化場の地元の町担当者や漁協関係者との現地打合せでは、事

業再開に向けた対応状況を把握するとともに、井戸の塩水化対策を考慮した整備計画の

立案などの技術指導、助言を行っています。 

木戸川漁協は、被害が少なかった第一施設で 27 年度からふ化放流事業を再開したい

としていますが、離れた土地に避難し日中の限られた時間しか立入りが認められていな

い状況や周辺の除染作業も大幅に遅れている実情を踏まえると、再開までの道のりは厳

しいものと考えています。 

また、仮復旧施設で事業を実施している新田川、真野川ふ化場（ふ化場は被害なし）

では、今後の施設整備や事業実施に関する技術的な指導助言を行っています。 

 

（５）関連する取組 

北水研さけます資源部は、北海道総合研究機構さけます・内水面試験場や岩手県水産

技術センターと「太平洋沿岸サケ資源の減少要因に関する共同研究」を 25 年 4 月から

開始するとともに、上記 2 研究機関に北海道および岩手県の 2 か所ずつのふ化場を加え

水産庁委託事業の「太平洋サケ資源回復調査事業」を 6 月から開始しています。また、

岩手県定置漁業講習会（2 月 27 日）でサケ来遊資源の変動要因について話題提供し、

26 年度以降の親魚や種卵確保対策の必要性を提言しています。さらに、織笠川ふ化場の

若手担当者育成のため千歳さけます事業所で研修を実施（9 月 25 日～10 月 4 日）して

います。 

一方、宮古グループは、岩手県、宮城県からの要請を受け、水研センター実施の調査

河川における被災 22 年級 3 年魚の出現速報を提供するとともに、三陸サケの復興を願

った市民公開講座（9 月 23 日さーもんかふぇ 2013）で三陸から放流されたサケ稚魚の

回遊経路について、東北水研成果報告会（2 月 8 日）でサケふ化放流事業の復興状況に 

ついてそれぞれ発表をしています。 

福島県への支援
用　務

4/1 ～ 2/7 ふ化施設の復興整備に係る助言（真野川ふ化場：延6回）
7/5 ～ 2/13 事業再開に向けた情報・意見交換（木戸川ふ化場：延9回）
7/16 ～ 1/17 事業再開に向けた情報・意見交換（泉田川ふ化場：延２回）
10/31 木戸川ふ化場の事業再開に関するマスコミ対応
11/27 ～ 2/7 ふ化施設の復興整備に係る情報収集（新田川ふ化場：延3回）
1/14 事業再開に向けた情報・意見交換（富岡川ふ化場）
2/7 ふ化施設の復興整備に係る助言（小高川ふ化場）

月　日

関連する取組
用　務

6/26 岩手県増協平成25年度通常総会への出席
6/27 1/22 平成25年度太平洋サケ資源回復調査委託事業検討会
7/25 宮城県増協平成25年度通常総会への出席
8/6 1/23 太平洋沿岸サケ資源の減少要因に関する共同研究打合せ
9/23 ～ 9/24 さーもんかふぇ2013での講演
9/25 平成25年度宮城県さけます増殖事業推進交流会での講演
9/25 ～ 10/4 栽培漁業技術研修（三陸やまだ漁協職員：千歳さけます事業所）
9/4 ～ 1/31 被災年級3年魚の出現状況に関する情報提供（岩手県・宮城県）
11/8 水産庁関係者の津軽石ふ化場の視察
11/8 福島県増協の視察（千歳さけます事業所）
2/8 東北水研成果報告会での発表
2/27 平成25年度岩手県定置漁業講習会での講演

月　日
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おわりに 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の復興支援では、ふ化場をいち早く復旧・

復興させふ化放流事業の継続実施することを目標に活動を実施してきました。この目標に

ついては、少なくとも岩手県では 25 年度でほぼ達成されましたが、宮城県、福島県では仮

復旧施設でのふ化放流事業が余儀なくされ、特に、福島県の主要ふ化場では東京電力福島第

一原子力発電所事故で事業を再開できない状況が続いています。 

北日本太平洋岸のサケ来遊不振は、ふ化放流事業の経営基盤のみならず沿岸漁協の経営

にも暗い影を落としています。 

25 年度のサケ来遊数は回復しましたが、26 年度については被災した 22 年級群の 4 年魚

が回帰するため先行きに大きな不安があります。さらに岩手県では種卵不足のため 23 年～

24 年度の放流数は従前より 1 億尾程度少なく、サケ来遊数が減少する可能性は高い状況で

す。このため 26～28 年度のふ化放流事業をいかに計画的かつ効果的に実施するかが、今後

の三陸サケ漁業復活の鍵を握っていると言っても過言ではありません。 

水産庁では 26 年度から新たに「採卵用サケ親魚確保対策」を加える予定で、各県とも計

画的なふ化放流事業の前提となる親魚・種卵確保対策を強化しようとしています。また岩手

県では、健苗育成・適期放流による効果的なふ化放流事業をめざし、水量等を基にしたふ化

場の生産計画の策定を進めようとしています。 

さけます復興支援チームとしての支援活動は 25 年度で終了します。 

しかし、このような状況を踏まえ東北水研と北水研は、技術普及活動の一環として、 

① 岩手県および宮城県北部（気仙沼、志津川湾）を重点としたサケ親魚および種卵の確保、

調整、 

② 宮城県北・中部（志津川湾、石巻）および福島県を重点としたふ化場の復興整備 

に係る技術指導、助言を連携して実施したいと考えています。 

私たちの活動が、県の行政・試験研究機関をはじめ増殖団体や漁業団体の方々が進めるさ

けますふ化放流事業の復興の一助となれば幸いと考えています。 
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別紙 1：岩手県の対応方針 
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別紙 2：さけます復興支援チームの提案 
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岩
手
県
に
お
け
る

親
魚
確
保
と
種
卵
調
整
に
つ
い
て

（独
）水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
さ
け
ま
す
復
興
支
援
チ
ー
ム
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計
画
的
な
種
卵
確
保

（提
案
と
実
施
）

（
そ
上
親
魚
：
提
案
）

•
親
魚
捕
獲
に
最
大
限
の

努
力
。

•
降
雨
に
よ
る
河
川
増
水
に

備
え
、
未
成
熟
な
親
魚
は

ふ
化
場
飼
育
池
に
蓄
養
し

計
画
的
な
採
卵
を
行
う
こ

と
。

•
ほ
ぼ
計
画
に
沿
い
採
卵
を
実
施
。

•
新
規
６
河
川
を
加
え
、
捕
獲
実
施
２
７
河
川
中
１
８
河
川

で
蓄
養
実
施
。
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計
画
的
な
種
卵
確
保

（提
案
と
実
施
）

（
沿
岸
漁
業
の
自
主
規
制
：
提
案
）

•
実
施
の
時
期
、
場
所
及
び
方
法
等
は
遅
く
と
も
9
月
末
ま
で

に
決
定
。

•
具
体
的
な
実
施
規
模
は
漁
業
者
の
代
表
へ
一
任
。

•
実
施
時
期
１
旬
前
ま
で
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
決
定
通
知
。

•
9
月
1
0
日
の
県
増
殖
協
会
及
び
定
置
協
会
合
同
理
事
会

で
、
発
動
基
準
等
の
実
施
方
針
を
決
定
。

•
発
動
基
準
に
至
ら
ず
実
施
せ
ず
。
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計
画
的
な
種
卵
確
保

（提
案
と
実
施
）

（海
産
親
魚
：提
案
）

採
卵
に
必
要
な
親
魚
を
予
め
担
保
し
て
お
く
と
い
う
次
善
の
策
と

し
て
は
有
効
。
た
だ
し
、

•
ふ
化
場
担
当
者
の
負
担
に
は
限
度
が
あ
る
。

•
成
熟
親
魚
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
河
口
周
辺
の
定
置
網
を
選
定
。

•
「海
産
親
魚
蓄
養
の
手
引
き
」に
沿
っ
た
海
産
親
魚
の
選
別
や
輸

送
を
行
い
、
ふ
化
場
飼
育
池
に
蓄
養
し
計
画
的
な
採
卵
を
行
う
こ

と
。

•
種
卵
確
保
対
策
と
し
て
海
産
親
魚
の
活
用
を
先
行
。

•
河
川
で
の
捕
獲
努
力
も
あ
り
、
実
施
漁
協
（
7
漁
協
→
3
漁
協
）
、

♀
親
魚
数
（
4
,4
5
9
尾
→
1
,4
0
8
尾
）に
減
少
。
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円
滑
な
種
卵
調
整

（提
案
と
実
施
）

（
種
卵
調
整
：
提
案
）

•
種
卵
は
県
増
協
の
帰
属
と
し
、
無
償
又
は
安
価
で
調
整
。

•
調
整
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の
資
源
造
成
を
見
通
し

つ
つ
（
→
「
ふ
化
場
別
最
適
収
容
尾
数
」を
活
用
）、
公
正

な
判
断
で
地
域
（＝
ふ
化
場
）間
の
収
容
調
整
を
行
う
必

要
（
→
技
術
部
会
の
幹
事
を
統
括
管
理
者
と
す
る
グ
ル
ー

プ
管
理
の
導
入
）
。

•
未
実
施
。
H
２
６
年
度
の
課
題
。

•
H
２
６
年
度
は
、
よ
り
機
動
的
な
実
施
体
制
が
必
要
。
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•
1
2
月
上
旬
ま
で
は
H
2
4
や
予
想
を
超
え
る
。

•
1
2
月
中
旬
以
降
は
H
2
4
を
上
回
る
が
、
予
想
よ
り
悪
い
。

H
2
5
年
度
河
川
遡
上

（
H
2
6
年
度
へ
の
課
題
）
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被
災
群
の
回
帰
状
況

（
H
2
6
年
度
へ
の
課
題
）

3
年
魚
推
定
尾
数
（
3
年
魚
の
出
現
割
合
×
捕
獲
数
）

単
位
：
尾

調
査
河
川

調
査
年
度

9
月
中

9
月
下

1
0
月
上

1
0
月
中

1
0
月
下

1
1
月
上

1
1
月
中

1
1
月
下

1
2
月
上

1
2
月
中

1
2
月
下

H
2
1

4
0

1
1
8

5
8

7
0
7

1
4
5

2
4
7

1
0
7

3
5
6

2
1
1

0
0

H
2
2

1
5
9

0
0

2
3
0

0
1
6
3

1
5
6

1
5
2

7
3

0
3
8

H
2
3

1
3
9

1
,1
3
3

5
5
1

5
3

1
0
1

1
0
2

8
4

1
5
2

1
3
4

5
2

H
2
4

5
7

1
2
7

8
0

7
2
8

2
0
7

7
5

1
0
3

1
2
8

2
0
0

1
0
1

2
0

H
2
5

2
9

1
7
4

5
3
1

2
6
6

0
1
7
1

8
7

0
0

0
3
6

H
2
1
-
2
4
平
均

8
5

9
6

3
1
8

5
5
4

1
0
1

1
4
7

1
1
7

1
8
0

1
5
9

5
9

2
7

H
2
1

1
0
2

0
3
3
3

1
4
8

1
,0
9
8

1
,1
1
7

3
4
3

H
2
2

5
3
3

5
5

0
0

2
8
2

1
4
4

H
2
3

6
0
3

2
8
2

1
1
5

3
5

8
7

H
2
4

1
8

0
7
0

6
5

7
3

8
9

2
1
6

1
2
3

H
2
5

0
2
1
4

5
1

8
3

2
3
6

2
2

0
0

H
2
1
-
2
4
平
均

4
1

1
1

2
6
5

1
2
4

3
2
2

3
8
1

1
9
7

1
2
3

H
2
1

6
7

2
0
7

3
8
3

2
0
7

4
4

3
8

3
7
1

2
1
7

1
1
1

H
2
2

4
0

3
7

1
8
4

7
5

1
8
9

2
4
2

1
2
0

2
5
1

5
1

H
2
3

1
7
3

2
8
5

4
4
3

1
5
4

1
1
3

2
9

1
0
0

4
6

H
2
4

2
9
2

4
1
7

1
,0
0
0

2
1
5

3
2
8

4
7
4

4
0
2

9
8

H
2
5

9
0

0
0

0
3
9

5
3

0
0

1
0

H
2
1
-
2
4
平
均

1
3
3

2
0
8

4
6
3

2
3
5

1
2
9

1
8
0

2
4
9

2
4
2

7
7

被
災
放
流
数
の
推
定
（
平
成
2
2
年
度
サ
ケ
収
容
卵
数
）

１
月

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

安
家
川

3
8
0

1
,2
7
2

3
,6
8
4

5
,5
3
5

5
,1
1
4

6
,7
2
5

8
,4
5
4

5
,2
6
2

4
,3
1
9

6
,5
0
1

1
,6
1
0

0
0

田
老
川

0
0

0
1
,0
0
7

2
,1
4
2

3
,6
7
4

6
,1
8
4

7
,4
3
5

6
,9
5
6

1
,3
6
9

0
0

0
盛
川

0
0

0
5
4
7

2
,6
5
9

3
,0
3
1

1
,6
3
4

9
6
5

1
,3
2
1

5
,0
9
3

5
,5
0
2

6
6
9

5
7
0

：
被
災
時
に
浮
上
直
前

資
料
：
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
岩
手
県
さ
け
ま
す
増
殖
協
会

：
被
災
時
に
さ
い
の
う
吸
収
前

1
2
月

安
家
川

田
老
川

盛
川

9
月

1
0
月

1
1
月
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被
災
群
の
回
帰
状
況

（
H
2
6
年
度
へ
の
課
題
）

•
被
災
年
級
、
特
に
、
浮
上
前
の
稚
魚
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
。

•
中
・
後
期
で
の
漁
獲
規
制
を
覚
悟
す
る
必
要
。

3
年
魚
推
定
尾
数
（
3
年
魚
の
出
現
割
合
×
捕
獲
数
）

単
位
：
尾

調
査
河
川

調
査
年
度

前
期

1
1
月
中

1
1
月
下

1
2
月
上

中
期

1
2
月
中

1
2
月
下

1
月

２
月

後
期

H
2
1

1
,3
1
6

1
0
7

3
5
6

2
1
1

6
7
5

0
0

0
H
2
2

5
5
2

1
5
6

1
5
2

7
3

3
8
1

0
3
8

3
8

H
2
3

1
,9
7
7

1
0
2

8
4

1
5
2

3
3
7

1
3
4

5
2

1
8
6

H
2
4

1
,2
7
4

1
0
3

1
2
8

2
0
0

4
3
1

1
0
1

2
0

1
2
0

H
2
5

1
,1
6
9

8
7

0
0

8
7

0
3
6

3
6

H
2
1
-
2
4
平
均

1
,3
0
1

1
1
7

1
8
0

1
5
9

4
5
6

5
9

2
7

8
6

H
2
1

5
8
3

1
,0
9
8

1
,1
1
7

3
4
3

2
,5
5
8

0
0

H
2
2

9
3

0
2
8
2

1
4
4

4
2
6

0
0

H
2
3

8
8
5

1
1
5

3
5

8
7

2
3
7

0
0

H
2
4

1
5
3

7
3

8
9

2
1
6

3
7
8

1
2
3

1
2
3

H
2
5

3
4
8

2
3
6

2
2

0
2
5
8

0
0

H
2
1
-
2
4
平
均

4
4
2

3
2
2

3
8
1

1
5
8

8
6
0

3
1

3
1

H
2
1

8
6
4

4
4

3
8

3
7
1

4
5
4

2
1
7

1
1
1

3
2
8

H
2
2

3
3
5

1
8
9

2
4
2

1
2
0

5
5
1

2
5
1

5
1

3
0
2

H
2
3

9
0
1

1
5
4

1
1
3

2
9

2
9
7

1
0
0

4
6

1
4
6

H
2
4

1
,9
2
4

3
2
8

4
7
4

8
0
2

4
0
2

9
8

5
0
0

H
2
5

9
0

3
9

5
3

0
9
2

0
1
0

1
0

H
2
1
-
2
4
平
均

1
,0
3
9

1
2
9

1
8
0

2
4
9

5
5
8

2
4
2

7
7

3
1
9

安
家
川

田
老
川

盛
川
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こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
課
題

•２
５
年
度
漁
期
の
取
組
を
高
く
評
価
。

•２
６
年
度
漁
期
は
、

①
早
い
時
期
か
ら
の
捕
獲
・採
卵
努
力

②
盛
漁
期
で
の
漁
獲
規
制

③
よ
り
機
動
的
な
種
卵
調
整

が
必
要
。
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機
動
的
な
種
卵
調
整

（
種
卵
調
整
：
再
提
案
）

•
調
整
卵
は
県
増
協
の
帰
属
と
し
、
無
償
又
は
安
価
で
調
整
。

•
調
整
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の
資
源
造
成
を
見
通
し
つ

つ
、
公
正
な
判
断
で
地
域
（
＝
ふ
化
場
）
間
の
収
容
調
整
を

行
う
グ
ル
ー
プ
管
理
の
導
入
が
必
要
。

•
前
期
群
は
、
来
遊
時
の
海
洋
環
境
が
厳
し
い
と
の
指
摘
。

•
中
・
後
期
群
は
岩
手
県
の
主
群
で
、
資
源
回
復
の
本
丸
。

•
し
か
し
、
被
災
し
た
中
・後
期
群
の
回
帰
に
は
不
安
。
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ふ
化
場
別
最
適
飼
育
収
容
尾
数

（
水
技
セ
ン
タ
ー
提
案
：
2
5
.4
.2
6
）

2月
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
有
家
/高

家
72
0

1,
08
0

1,
08
0

1,
08
0

90
0

4,
86
0

久
慈

2,
27
7

3,
72
6

5,
00
5

8,
87
4

2,
89
8

22
,7
80

安
家

4,
31
2

4,
46
8

5,
85
6

7,
18
8

7,
56
0

8,
00
4

8,
24
0

6,
46
0

52
,0
88

計
画

0
5,
03
2

5,
54
8

6,
93
6

8,
26
8

8,
46
0

0
0

10
,2
81

11
,9
66

11
,4
65

8,
87
4

2,
89
8

0
0

0
79
,7
28

普
代

3,
16
4

3,
16
4

明
戸

2,
00
0

3,
00
0

5,
00
0

3,
00
0

13
,0
00

小
本

1,
15
0

2,
95
0

3,
40
8

4,
22
4

7,
56
0

19
,2
92

摂
待

72
6

1,
45
2

2,
41
2

3,
12
2

1,
00
0

8,
71
2

田
老

2,
10
0

5,
96
6

5,
67
4

13
,7
40

計
画

0
0

1,
15
0

0
3,
16
4

0
2,
10
0

5,
96
6

11
,3
50

7,
86
0

11
,6
36

13
,6
82

1,
00
0

0
0

0
57
,9
08

閉
伊

1,
47
6

1,
54
5

2,
24
5

2,
07
2

2,
21
4

98
4

10
,5
36

津
軽
石

6,
01
7

4,
01
8

7,
53
7

11
,5
73

7,
30
8

6,
24
4

12
,3
06

55
,0
03

重
茂

1,
99
1

2,
97
5

3,
77
8

3,
31
0

12
,0
54

織
笠

1,
81
3

2,
60
5

4,
02
2

5,
45
2

4,
91
5

18
,8
07

計
画

0
0

6,
01
7

0
0

1,
99
1

2,
97
5

7,
06
7

11
,4
78

13
,8
04

19
,0
97

14
,4
37

7,
22
8

12
,3
06

0
0

96
,4
00

大
槌
/小

鎚
1,
22
4

1,
53
0

1,
53
0

2,
44
8

3,
06
0

3,
06
0

12
,8
52

鵜
住
居

3,
31
5

2,
65
2

2,
65
2

2,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

4,
00
0

23
,6
19

甲
子

2,
07
3

3,
45
5

4,
60
7

5,
06
8

1,
53
6

16
,7
39

片
岸

1,
81
6

3,
85
9

4,
08
6

5,
90
5

4,
08
9

19
,7
55

計
画

0
1,
22
4

1,
53
0

0
1,
81
6

7,
17
4

6,
73
8

8,
55
7

9,
69
2

9,
90
3

12
,6
67

12
,1
28

1,
53
6

0
0

0
72
,9
65

吉
浜

37
2

62
0

74
4

74
4

1,
24
0

3,
72
0

盛
1,
05
0

84
0

63
0

63
0

84
0

1,
05
0

1,
05
0

1,
05
0

42
0

7,
56
0

気
仙

3,
55
2

3,
88
0

4,
06
5

5,
76
0

10
,3
93

2,
00
0

29
,6
50

計
画

0
0

1,
05
0

84
0

1,
00
2

1,
25
0

4,
29
6

4,
62
4

6,
14
5

6,
81
0

11
,4
43

3,
05
0

42
0

0
0

0
40
,9
30

合
計

計
画

0
6,
25
6

15
,2
95

7,
77
6

14
,2
50

18
,8
75

16
,1
09

26
,2
14

48
,9
46

50
,3
43

66
,3
08

52
,1
71

13
,0
82

12
,3
06

0
0

34
7,
93
1

大
船
渡

久
慈

宮
古

釜
石

合
計

9月
10
月

11
月

12
月

1月

ふ
化
場
別
の
高
回
帰
率
採
卵
群
を
選
定

資
源
回
復
の
手
段

現
有
施
設
能
力
を
公
平
に
評
価

柔
軟
な
事
業
の
進
行
管
理
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活
用
方
法
１

•
水
技
セ
ン
タ
ー
提
案
は
各
ふ
化
場
の
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら

高
回
帰
率
を
獲
得
し
た
放
流
群
を
選
定
。

•
２
６
年
度
も
「
早
い
時
期
（
9
月
～
1
0
月
）
か
ら
の
努
力
」
が

必
要
。

→
早
期
採
卵
群
を
調
整
配
分
す
る
際
に
は
、

資
源
造
成
に
有
効
に
働
く
ふ
化
場
を
優
先
。

→
デ
ー
タ
に
基
づ
く
公
平
な
判
断
で
円
滑
な
調
整
が
可
能
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活
用
方
法
２

•
水
技
セ
ン
タ
ー
提
案
は
、
池
ご
と
の
卵
発
生
や
仔
稚
魚

の
成
長
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
。

→
各
ふ
化
場
で
は
、
種
卵
の
収
容
実
態
に
沿
っ
た
池
毎

の
ふ
化
飼
育
管
理
計
画
が
可
能
。

→
特
に
、
9
月
～
1
0
月
採
卵
群
を
調
整
配
分
を
受
け
た
が

資
源
造
成
の
効
果
が
低
い
ふ
化
場
で
は
選
択
的
に
放

流
。
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ふ
化
場
別
最
適
飼
育
収
容
尾
数

（課
題
）

•
計
画
数
に
満
た
ず
、
実
績
か
ら
も
厳
し
い
。

→
飼
育
管
理
方
法
の
変
更
で
能
力
ア
ッ
プ
は
可
能

放
流
計
画

水
技

セ
：
３
．
５
億
尾

Ｈ
２
５
年
度
：３
．
９
億
尾
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グ
ル
ー
プ
管
理
（素
案
）

岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
基
準
を
ベ
ー
ス
に
し
た
平
成
2
5
年
度
以
降
の
岩
手
県
ふ
化
放
流
体
制
（
2
5
.3
.2
6
提
案
素
案
の
修
正
）

稚
魚
生
産
数

稚
魚
の
移
動

稚
魚
生
産
数

稚
魚
の
移
動

(千
尾
）

(千
尾
）

川
尻
川

(小
子
内
浜
)

県
北
よ
り

1,
00
0

0
(船
越
湾
)

大
槌
よ
り

3,
00
0

0

有
家
川

有
家

4,
90
0
県
北
よ
り
5,
10
0

10
,0
00

6,
00
0

大
槌
川

大
槌

23
,0
00

20
,0
00

20
,0
00

高
家
川

0
小
槌
川

0
0

○
久
慈

27
,5
00

23
,3
00

鵜
住
居
川

鵜
住
居

23
,6
00

23
,6
00

17
,0
00

13
8.
8

（久
慈
湾
）

久
慈
よ
り

4,
20
0

甲
子
川

甲
子

16
,7
00

16
,7
00

15
,0
00

11
1.
3

宇
部
川

（野
田
湾
）

県
北
よ
り
80
0

下
安
家
よ
り
1,
50
0

2,
30
0

2,
30
0

10
0.
0

片
岸
川

片
岸

19
,8
00

19
,8
00

20
,0
00

◎
下
安
家

44
,5
00

43
,0
00

熊
野
川

0
0

県
北

7,
60
0

70
0

小
計

4
83
,1
00

83
,1
00

72
,0
00

11
5.
4

小
計

4
84
,5
00

84
,5
00

85
,1
00

99
.3

吉
浜
川

吉
浜

3,
70
0

3,
70
0

5,
30
0

69
.8

普
代
川

普
代

3,
20
0
明
戸
よ
り
5,
30
0

8,
50
0

5,
00
0

17
0.
0

浦
浜
川

気
仙
よ
り

3,
20
0

3,
20
0

10
0.
0

明
戸
川

明
戸

13
,0
00

7,
70
0

12
,0
00

64
.2

綾
里
川

気
仙
よ
り

3,
00
0

3,
00
0

10
0.
0

小
本
川

◎
小
本

20
,5
00

20
,5
00

24
,1
00

85
.1

○
盛

10
,0
00

8,
00
0

12
,0
00

摂
待

9,
80
0

9,
80
0

15
,5
00

(大
船
渡
）

盛
よ
り

2,
00
0

（摂
待
地
先
）

田
老
よ
り

2,
00
0

気
仙
川

◎
気
仙

38
,0
00

31
,8
00

31
,8
00

10
0.
0

○
田
老

20
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

小
計

3
51
,7
00

51
,7
00

55
,3
00

93
.5

(田
老
地
先
)

2,
00
0

20
38
7,
70
0

38
7,
70
0

39
1,
30
0

99
.1

小
計

5
66
,5
00

66
,5
00

74
,6
00

89
.1

閉
伊
川

松
山

13
,0
00

13
,0
00

13
,5
00

96
.3

◎
津
軽
石

54
,8
00

46
,8
00

(宮
古
湾
)

津
軽
石
よ
り

6,
00
0

○
重
茂

12
,1
00

12
,1
00

17
,0
00

(重
茂
地
先
）

津
軽
石
よ
り

2,
00
0

大
沢
川

（山
田
・山
丸
）

織
笠
よ
り

1,
00
0

1,
00
0

関
口
川

（山
一
・織
笠
）

織
笠
よ
り

1,
00
0

1,
00
0

◎
織
笠

22
,0
00

18
,0
00

（山
田
湾
）

2,
00
0

小
計

4
10
1,
90
0

10
1,
90
0

10
4,
30
0

97
.7

対
25
年
度

比
ふ
化
場
名

放
流
見
込
み
数

（千
尾
）

83
.3

合
計

地
区

河
川
名

ふ
化
放
流
計
画
（私

案
：H
25
～
）

25
年
度
計
画

（千
尾
）

釜
石

10
0.
0

99
.0

大
船
渡

盛
川

82
.9

91
.7

織
笠
川

22
,0
00

10
0.
0

津
軽
石

49
,8
00

10
6.
0

重
茂
川

宮
古

摂
待
川

76
.1

田
老
川

27
,5
00

10
0.
0

安
家
川

49
,3
00

88
.6

ふ
化
場
名

放
流
見
込
み
数

（千
尾
）

久
慈

16
6.
7

久
慈
川

地
区

河
川
名

ふ
化
放
流
計
画
（私

案
：H
25
～
）

25
年
度
計
画

（千
尾
）

対
25
年
度

比
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ま
と
め

よ
り
良
い
資
源
の
回
復
へ
の
近
道

岩
手
県
の

底
力
に
期
待


未
成
熟
親
魚
の
ふ
化
場
飼
育
池
で
の
蓄
養
や
、
早
め
の

種
卵
確
保
等
は
ふ
化
場
ご
と
の
努
力
。


H
２
５
年
度
実
施
方
針
を
ベ
ー
ス
に
し
た
漁
獲
盛
期
の
自

主
規
制
の
実
施
や
、
よ
り
機
動
的
な
種
卵
調
整
体
制
の

整
備
を
早
期
に
着
手
。

1
.
調
整
卵
は
県
増
協
の
帰
属

2
.
将
来
の
資
源
造
成
を
見
通
し
た
「
ふ
化
場
別
最
適

収
容
尾
数
」
の
活
用
や
、
技
術
部
会
幹
事
を
統
括

管
理
者
と
し
た
ふ
化
場
グ
ル
ー
プ
管
理
の
導
入
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